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市政懇談会 ざっくばらん
　市民と市長がざっくばらんに意見を交換し、市政を身近に感じても
らい、市政に関心をもってもらうための機会として開催しています。
　令和4年度は、地域づくり協議会や子育て支援センター 子育ての
駅ほのぼのなど17か所、337人に参加いただきました。
　今年度も、地域や対象者に合わせた会場などで開催します。ぜひ、
気軽にご参加ください。

市民の声
　市役所各庁舎に設置している
市政ポストや、市ウェブサイト
の問い合わせフォームから、開
かれた市政の実現と協働による
まちづくりのために、幅広い世
代の前向きで建設的な意見や提
案をお待ちしています。

3月26日㈰、MUSUBI-BAで開催した市政懇談会の様子

特集
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

広
報
広
聴�

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

　
　
　
　
　

☎
７
７
３
・
６
６
５
８

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情

報
を
発
信
す
る
広
報
と
、
市
民
の

意
見
を
広
く
聴
く
た
め
の
広
聴
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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広聴 みなさんの声をお寄せください

受付
秘書広報課
送付

回答（案）作成
担当課

（関係課と協議）

市報みなみ魚沼・
公式ウェブサイト 市長

南魚沼市の事業市
民

意見 担当課へ
反映

回答 回答

活用
決裁

市政懇談会 in M
む す び

USUBI－B
ば

A
を開催します
日 時　6月27日㈫
　午後6時30分～8時
　（受付：午後6時～）
会場　MUSUBI－BA
対象　だれでも
内容
①市長による市政全般報告
②テーマに沿った施策の説明
③意見交換
申込み　不要。直接会場まで。

参加者の
感想

　市長の話を中心に地域のみなさんのさまざまな
意見、市に対する思いを聞けて、とても良い機会
となりました。 （地域づくり協議会）

　子育てをしている人でないと感じないこともあるので、このような場はとても
良い。ぜひ、今日の意見が市政に活きるといいなと思った。
 （子育て支援センター 子育ての駅ほのぼの）

市民の声 反映イメージ
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市報みなみ魚沼
　行政情報のほかに、市内の出来事や地域情報などのシリーズも掲
載しています。市報は、紙面や市ウェブサイト以外にもスマート
フォンアプリなどで、いつでも、どこでも読むことが
できます。
電子書籍「マチイロ」
　スマートフォンアプリで閲覧できます。
電子書籍「カタログポケット」
　多言語自動翻訳機能（日本語を含む10言語）や、
音声読み上げなどの機能を利用できます。

南魚沼市公式ウェブサイト 　 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook ラジオ放送（FMゆきぐに）
　市の情報をいち早く伝えるために放送していま
す。災害など非常時や緊急時には随時放送します。
南魚沼市からのお知らせ 南魚沼市の数字
・火曜日～金曜日 7：52～ ・月曜日 7：52～
・月曜日～金曜日 12：27～
　
市民ふれあい講座

　市民が市内で主催
する集会などに職員
が出向き、市の事業
や健康などの話をす
る講座です。

広報 市の情報をお届けします

「考えよう ごみ問題」講座の様子

　市民と協働のまちづくりに資するよう、市政情報発信としての広報と
市民の声を市政に活かす広聴の充実に努めていきます。
　また、多様化するニーズの中で、持続可能なまちづくりのためには、
市の将来を担う子どもから高齢者まで幅広い世代の意見を聴くことが必
要です。よりよい南魚沼市をめざすため、みなさんの貴重な意見・提案
をお聞かせください。

市民カメラマンが
活躍しています　

　市報や市ウェブサイトなどに掲
載する写真の撮影、取材記事の作
成などを行うボランティア「市民
カメラマン」を募集しています。
あなたも市報づくりなどに参加し
ませんか？

市ウェブサイト
広報広聴ページ

　市からの最新のお知らせや市の魅力を
広く発信しています。

トップページ

撮影：市民カメラマン 竹内雅之
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知っておきたい　がんの予防方法
 【問合せ】保健課　☎773・6811

　誰でもがんになる可能性があります
　日本人の2人に1人が「がん」になり、3人に
1人が「がん」で亡くなるといわれています。が
んはすべての人にとって身近な病気であり、正し
い知識を身につけておくことが大切です。

　がんを防ぐためにできること
　生活習慣を見直すことで、がんになるリスクが低くなることがわかっています。次の12か条は、日本人
を対象とした疫学調査や研究方法から明らかにされた、すべてのがんのリスクを下げるための基本となる項
目です。

がんの現状　がんで亡くなる部位の順位（令和3年）
1位 2位 3位

総数 肺 大腸 胃

男性 肺 大腸 胃

女性 大腸 肺 膵
すい

臓
ぞう

 出展：国立がん研究センターがん統計

　定期的ながん検診が、あなたの生活を守ります
　肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がん
は、かかる人や亡くなる人が多い一方で、検診を受
けることで死亡率を下げる効果があることが確認さ
れています。これらのがんは、早期であれば治せる
可能性が非常に高く、治療も軽くすむことが多いで
す。
　がん検診の目的は、がんを早期に発見し、診断や
適切な治療に早期に結びつけることです。がん検診
のメリットを得るためには、定期的に検診を受け、

「要精密検査」となった場合には早めに受診するこ
とが大切です。

１条　たばこは吸わない
２条　他人のたばこの煙を避ける
３条　お酒はほどほどに
４条　バランスのとれた食生活を
５条　塩辛い食品は控えめに
６条　野菜や果物は不足にならないように

７条　適度に運動
８条　適切な体重維持
９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療
10条　定期的ながん検診を
11条　身体の異常に気が付いたら、すぐに受診を
12条　正しいがん情報でがんを知ることから

がんを防ぐための新12か条（出展：がん研究振興財団）

市の住民健診でお得にがん検診を受けることが
できます
　市で行っているがん検診（11月まで実施）
は、医療機関で検査を受けるよりも、短時間で
安く検査を受けることができます。
　詳しくは、住民健診カレンダー
や市ウェブサイト（「住民健診」
で検索）をご確認ください。
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問 問合せ　申 申込み　日 日時　　期 期間
時 時間　　会 会場　　対 対象　　資 資格
定 定員　　費 費用　　〆締切　　内 内容
講 講師　　相 相談員　持 持ち物　他 その他

Ｆファックス　　 メール

お知らせ
催
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Ⅰ
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～
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２７
日
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午
後
１
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～
４
時
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公
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内
在
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終
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３９
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の
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に
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込
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。
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７
月
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㈯
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前
９
時
３０
分
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午
後
３
時
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気
銃
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料
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定
員
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え
た
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合
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選
）
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込
期
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月
３
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問
・
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魚
沼
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ペ
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実
行
委

員
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担
当
：
神
保
）

takaojinbo8@
gm

ail.com

南
魚
沼
オ
ペ
ラ
合
唱
団

公
開
練
習 

参
加
者
募
集

　
南
魚
沼
オ
ペ
ラ
合
唱
団
は
、
１０

月
７
日
㈯
開
催
の
オ
ペ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
「
カ
ル
メ
ン
」
に
向
け
て

４
月
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

共
演
予
定
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手 

笛
田
博
昭
さ
ん
（
湯
沢
町
出
身
）

を
囲
ん
で
公
開
練
習
を
行
い
ま
す
。

笛
田
さ
ん
が
合
唱
団
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
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日 

６
月
３０
日
㈮

午
後
６
時
３０
分
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９
時
３０
分

会  

市
民
会
館 

多
目
的
ホ
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ル

対 

合
唱
や
オ
ペ
ラ
に
興
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が
あ
る

人
定
２０
人
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ク
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ク
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４
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２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

７
月 

入
校
生
募
集

介
護
員
養
成
科
２
期

対 

介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

学
び
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人

期
７
月
１１
日
㈫
～
９
月
８
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
３
時
５０
分

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

時
間
は
科
目
に
よ
り
変
更
あ
り

会 

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

定
１２
人

費 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
６
月
１９
日
㈪

Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
基
礎
科
１
期
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
活
用
コ
ー
ス

対 

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
の
知
識
・
技
術
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
７
月
１３
日
㈭
～
１０
月
１２
日
㈭

午
前
９
時
１０
分
～
午
後
３
時
５０

分
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会 
小
千
谷
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
楽

集
館
〔
小
千
谷
市
上
ノ
山
４
丁

目
４

－

２
〕

定
１５
人

費 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
６
月
２０
日
㈫

リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
基
礎
コ
ー
ス

対 

リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
の
基
礎
回

路
・
応
用
回
路
を
学
び
た
い
人

期
７
月
１３
日
㈭
、
２０
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会 

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
１０
人

費 

４
，７
０
０
円

〆
７
月
３
日
㈪

問
・
申
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協

議
会 

総
務
係

�

☎
７
７
３
・
６
９
１
１

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
職
員
募
集

募 

集
職
種　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
魚

沼
荘 

支
援
員

募
集
人
員　
１
人

試 

験
日
時　
随
時
募
集
（
受
験
申

込
み
受
付
後
、
個
別
に
連
絡
）

採 

用
予
定
日　
７
月
以
降
（
勤
務

開
始
日
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）

※ 

詳
し
く
は
、
南
魚
沼
市
社
会
福

祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 コース内容 実施期間 曜日 時間

第1種電気工事士
（学科）

10月試験向け資格対策コース
（前回修了者合格率100％）

7/21～９/28
（全28回） 月・木・金

18：30
～

21：30ワードスキルアップ

ワード基礎、ワード中高年コース
を修了した人から要望の多かった
フォローアップコースです。短い
時間復習と新しい操作方法を学び
スキルアップをめざします。

7/25～8/4
（全4回） 火・金

技能講習・特別教育・安全衛生教育
コース名 実施期間 曜日 問・申

チェーンソー以外の振動工具安全
衛生教育 7/3 月 株式会社東新重工亀田講習センター

技能講習  特別教育
☎025・381・7726 ☎025・383・0620
Ｆ 025・381・7714 Ｆ 025・381・7714

自由研削砥石特別教育 7/4 火
ウインチ作業特別教育 7/31～8/1 月・火
丸のこ等取扱作業従事者教育 7/5 水 キャタピラー教習所株式会社

新潟教習センター
☎025・232・7611

職長・安全衛生責任者教育 7/18～19 火・水
小型移動式クレーン運転技能講習 7/24～26 月・火・水

足場の組立て等特別教育 7/10 月
建設業労働災害防止協会
新潟県支部中越駐在室
☎0258・86・8102

※ 事前申し込みが必要。申込者少数の
時は、開講できない場合あり ※ 各コースについて、詳しくはQRからご確認

いただくか、お問い合わせください

 問・申魚沼サンティックスクール　☎772・4554　Ｆ 778・11587月訓練コース 受講生募集
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問
・
申
商
工
観
光
課

　
商
工
振
興
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

子
育
て
応
援
店
舗
等

改
装
工
事
補
助
金

対 

象
施
設

　
２
年
以
上
営
業
し
、
改
装
工
事

後
も
営
業
を
継
続
す
る
市
内
の
飲

食
店
、
宿
泊
施
設

対 

象
工
事

　
市
内
施
工
業
者
が
行
う
、
子
育

て
環
境
整
備
工
事
は
５
万
円
（
税

別
）
以
上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
装

工
事
は
１０
万
円
（
税
別
）
以
上
の

工
事
（
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
）

① 

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
ス

ペ
ー
ス
の
設
置

② 

ト
イ
レ
の
整
備
（
腰
掛
便
座
・

お
む
つ
交
換
台
な
ど
の
設
置
）

③ 

出
入
口
や
通
路
の
拡
幅
・
段
差

解
消
・
手
す
り
の
設
置

補 

助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
（
上

限
５０
万
円
、�千
円
未
満
切
り
捨
て
）

受
付
期
間

　
６
月
１９
日
㈪
～
（
先
着
順
）

※ 

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
子
育
て
応
援
店
舗
」
で
検

索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
・
申
親
の
会
・
や
ま
と

　
（
担
当
：
黒
岩
）

�

☎
7
7
7
・
4
1
4
4

 
m

kuroiw
a@

m
ulo.jp

不
登
校
親
の
会

　
学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
を

持
つ
親
た
ち
で
、
な
ん
で
も
話
せ

る
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

会
大
和
公
民
館 

２
階

※ 

申
し
込
み
不
要
。
都
合
で
日
程

変
更
す
る
場
合
あ
り
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
・
申
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

メ
ニ
ュ
ー

・
米
粉
ピ
ザ

・
手
作
り
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

・
ビ
シ
ソ
ワ
ー
ズ

（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
冷
製
ス
ー
プ
）

・
ぷ
る
ぷ
る
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー

日
６
月
２５
日
㈰

午
前
の
部
：
午
前
１０
時
～
正
午

午 

後
の
部
：
午
後
１
時
３０
分
～
午

後
３
時
３０
分

会
塩
沢
公
民
館 

調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
各
部
１５
人
（
先
着
順
）

費
１
，４
０
０
円
（
当
日
集
金
）

講
川
島 

亜
紀
子
さ
ん

持 

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰

り
容
器
（
４
人
分
程
度
）、
筆

記
用
具

※ 

持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す

申
込
期
間

６
月
５
日
㈪
～
１５
日
㈭

問
・
申
子
育
て
支
援
課　

�

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

会
計
年
度
任
用
職
員
（
パ
ー
ト
タ

イ
ム
職
員
）登
録
制
度 

看
護
師
・

保
育
士
・
調
理
員
を
募
集
中

　
こ
の
制
度
は
、
保
育
園
で
パ
ー

ト
タ
イ
ム
職
員
が
必
要
な
場
合
に

素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
看

護
師
、
准
看
護
師
、
保
育
士
、
保

育
助
手
、
調
理
員
、
調
理
助
手
と

し
て
働
き
た
い
人
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
す
る
制
度
で
す
。

対 

保
育
園
で
働
き
た
い
人

（
年
齢
・
性
別
・
経
験
不
問
）

※ 

勤
務
先
は
本
人
・
家
族
の
子
ど

も
が
入
園
し
て
い
な
い
園

共
通
事
項

賃
金
（
時
給
）

①
看
護
師�

１
，５
２
０
円

②
准
看
護
師�

１
，５
２
０
円

③
保
育
士
（
有
資
格
）

�

１
，０
９
０
円

④
保
育
助
手�

１
，０
２
０
円

⑤
調
理
員
（
有
資
格
）�

９
６
０
円

⑥
調
理
助
手�

９
３
０
円

選
考
方
法　
書
類
審
査
と
面
談

勤
務
先　
市
内
の
１６
保
育
園

勤 

務
期
間　
令
和
６
年
３
月
３１
日

ま
で
（
年
度
ご
と
の
更
新
）

登 

録
期
間　
登
録
日
～
令
和
６
年

３
月
３１
日

交 

通
費

　
市
条
例
と
規
則
に
よ
り
支
給

有
給
休
暇　
月
１
日

社
会
保
険
な
ど

　
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
保
険
）
と
、
雇
用
保
険
へ
の

加
入
は
、
勤
務
条
件
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

通
年
雇
用

勤
務
日

① 

～
④
：
月
～
土
曜
日
の
う
ち
、

週
５
日

⑤
⑥
：
月
～
金
曜
日

勤
務
時
間

① 

～
④
：
午
前
７
時
～
午
後
７
時

の
う
ち
、
７
時
間
３０
分
（
休
憩

１
時
間
）

⑤ 
⑥
：
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
の
う
ち
、
最
長
７
時
間
３０
分
、

最
短
３
時
間
（
４
時
間
以
上
の

勤
務
で
休
憩
１
時
間
）

日
々
雇
用

勤
務
日

① 

～
③
：
ア　
月
～
金
曜
日
、
イ　

土
曜
日

① 

：
ア　
特
別
・
延
長
保
育
（
随

時
）
月
～
金
曜
日
、
イ　
月
～

金
曜
日
、
ウ　
土
曜
日

⑤
⑥
：
月
～
金
曜
日

勤
務
時
間

① 

～
⑥
：
午
前
７
時
～
午
後
７
時

の
う
ち
、
最
長
７
時
間
４５
分
、

最
短
１
時
間
（
４
時
間
以
上
の

勤
務
で
休
憩
１
時
間
）

問
保
健
課
（
献
血
担
当
）

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
６
月
の
献
血
日
程
～

６
月
９
日
㈮

時
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
魚
沼
基
幹
病
院

他 

Ｑ
Ｒ
か
ら
事
前
に
予
約
が
で
き

ま
す
。�

※ 

す
べ
て
全
血
４
０
０
㎖
献
血
。

日
程
や
会
場
は
、
変
更
す
る
場

合
あ
り
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問
・
申
Ｕ
＆
Ｉ
と
き
め
き
課 

　
ふ
る
さ
と
創
り
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
５
９

首
都
圏
な
ど
の
若
者
の
短
期

就
労
者
受
入
れ
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
（
夏
季
限
定
）

　
市
で
は
、
総
務
省
事
業
「
ふ
る

さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
を

実
施
し
、
就
労
者
の
受
け
入
れ
を

行
う
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
は
、
首
都
圏
な
ど
の
若
者
が

市
内
に
２
週
間
程
度
働
き
な
が
ら

滞
在
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
も
の
で
、
交
流
人
口
の

増
加
を
図
る
と
と
も
に
将
来
の
移

住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
（
予
定
）

８
月
上
旬
～
９
月
下
旬

就
労
者
の
賃
金　

　
事
業
所
の
規
定
に
よ
り
直
接
就

労
者
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

就
労
者
の
送
迎　

原
則
、
市
で
対
応
し
ま
す
。

tokim
eki@

city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

南
魚
沼
市
民
総
合
防
災
訓
練

　
令
和
５
年
度
の
南
魚
沼
市
防
災

訓
練
の
日
は
、
７
月
第
１
日
曜
日

で
す
。
各
家
庭
や
地
域
で
も
例
を

参
考
に
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
日
は
、
市
内
全
域
で
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
防

災
ラ
ジ
オ
か
ら
防
災
情
報
を
発
信

し
ま
す
。
災
害
・
火
災
な
ど
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

日
７
月
２
日
㈰　

午
前
８
時
～
正
午

訓
練
の
例

避
難
や
安
否
確
認
、
情
報
伝
達
の

訓
練

・
区
内
の
連
絡
網
な
ど
の
活
用

・ 

常
会
毎
な
ど
で
の
集
合
（
常
会

長
が
避
難
者
数
を
確
認
し
、
行

政
区
長
へ
報
告
す
る
）

・
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
訓
練

・ 

避
難
に
支
援
が
必
要
な
人
の
安

否
確
認
・
避
難
訓
練

資
機
材
な
ど
の
確
認
・
使
用
訓
練

・ 

家
庭
内
や
区
の
防
災
倉
庫
に
あ

る
備
蓄
品
や
資
機
材
の
点
検

（
使
用
期
限
や
賞
味
期
限
な
ど
）

・ 

資
機
材
の
試
運
転
や
使
用
方
法

の
確
認

・ 

消
防
団
と
連
携
し
た
消
火
訓
練

情
報
共
有
・
確
認
訓
練

・ 

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
「
南
魚

沼
市
防
災
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し

た
避
難
経
路
の
確
認
。
避
難
経

路
な
ど
に
沿
っ
た
区
内
の
見
回

り
や
危
険
個
所
の
確
認

・ 

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
防
災
メ

モ
（
防
災
マ
ッ
プ
の
一
番
後
ろ

の
ペ
ー
ジ
）
の
作
成　
な
ど

防
災
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
防
災
情
報

を
迅
速
に
お
知
ら
せ
す
る
防
災

メ
ー
ル
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
防
災
情
報
の
入
手
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

市
が
発
信
す
る
情
報

・ 

災
害
や
国
民
の
保
護
に
関
す
る

情
報

・
地
震
や
気
象
に
関
す
る
情
報

・
避
難
に
関
す
る
情
報

・
防
災
啓
発
に
関
す
る
情
報

防
災
メ
ー
ル
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

運
用

　

原
則
と
し
て
発
信
の
み
行
い
、

返
信
な
ど
の
対
応
は
行
い
ま
せ
ん
。

担
当
課
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

他 

運
用
方
針
に
つ
い
て
は
、
市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
防
災
情
報

発
信
」
で
検
索
）
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※ 

登
録
や
情
報
受
信
な
ど
に
か
か

る
通
信
料
は
、
個
人
の
負
担
と

な
り
ま
す

防
災
メ
ー
ル
で
情
報
を
受
け
取
る

登
録
方
法

① 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

空
メ
ー
ル
（
件
名
、
本
文
な

し
）
を
送
信

 bousai.m
inam

iuonum
a-

city@
raiden2.ktaiw

ork.
jp※ 

次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
む
と
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
取
得
で
き
ま
す�

�

② 

空
メ
ー
ル
送
信
後
、
す
ぐ
に

「
登
録
メ
ー
ル
」
が
届
き
ま
す
。

本
文
に
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
登
録

ペ
ー
ジ
に
接
続

③ 

登
録
ペ
ー
ジ
で
、
居
住
地
域
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、
登
録
ボ

タ
ン
を
押
す

受
信
確
認

　
毎
月
１
日
の
正
午
に
、
試
験
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
が

届
か
な
い
人
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
設

定
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

迷
惑
メ
ー
ル
設
定
を
行
っ
て
い

る
人
は
、@

ra
id

e
n

2
.

ktaiw
ork.jp

の
ド
メ
イ
ン
が

受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
受
け

取
る

友
達
追
加
方
法

① 

次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
む
か
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
Ｉ
Ｄ
で
検
索

す
る�

※ 

Ｉ
Ｄ
：@

m
-uonum

a

（
ア

カ
ウ
ン
ト
名
：
南
魚
沼
市
）

② 

表
示
さ
れ
る
画
面
の
追
加
ボ
タ

ン
を
押
す

③
友
達
の
追
加
が
完
了

問
・
申
六
日
町
商
工
会

�

☎
７
７
２
・
２
５
９
０

兼
続
公
ま
つ
り

大
煙
火
大
会 

花
火
募
集

　
恒
例
の
花
火
大
会
で
記
念
の
花

火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

日 

７
月
１９
日
㈬　
午
後
７
時
３０
分

～
打
ち
上
げ
開
始

〆
６
月
１６
日
㈮

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

市報 みなみ魚沼　令和5年6月1日発行 8

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

催
し
・
講
座
・
募
集



公営住宅の入居者募集
 【問合せ・申込み】福祉課 公営住宅係　☎773・6667

地
域

団地・住宅名
〔所在行政区名〕

募集
戸数 階数 間取り 建物の構造 単身

入居 家賃月額 駐車場料月額1台分
〔駐車可能台数〕 その他

大
和

市営桜沢団地
〔田町〕 3 1階

3階 3DK 鉄筋コンクリート
造3階建 不可 17,100～

33,700円
2,400円
〔1台〕

市営物見ケ丘団地
〔一村尾〕 2 2階

3階 3DK 鉄筋コンクリート
造3階建 不可 13,300～

26,100円
1,600円
〔1台〕

市営大崎団地
〔原小路〕 4

1階
2階
3階

3DK 鉄筋コンクリート
造3階建 不可 14,100～

27,700円
1,700円
〔1台〕

六
日
町

市営宮住宅
〔宮〕 2 － 3DK 木造高床式

2階建 不可 16,800～
28,300円

無料〔1台〕
（高床1階）

車庫高さ
1.6ｍ

市営津久野住宅
〔津久野〕 1 3階 3DK 鉄筋コンクリート

造3階建 不可 15,600～
30,700円

1,900円
〔1台〕

市営余川住宅2号棟
〔飯綱町〕 2 4階 3DK 鉄筋コンクリート

造4階建 不可 16,800～
33,000円

2,500円
〔1台〕

県営余川住宅3号棟
〔飯綱町〕 2 4階 3DK 鉄筋コンクリート

造4階建 不可 16,600～
32,700円

2,500円
〔1台〕

市営西泉田住宅1号棟
〔西泉田〕 1 5階 3DK 鉄筋コンクリート

造5階建 可 14,000～
27,500円

2,400円
〔1台〕

市営西泉田住宅2号棟
〔西泉田〕 1 2階 3DK 鉄筋コンクリート

造3階建 不可 16,400～
32,300円

2,400円
〔1台〕

県営上町住宅松棟
〔上町1丁目4区〕 2 3階

4階 3DK 鉄筋コンクリート
造4階建 不可 16,900～

33,200円
2,800円
〔1台〕

県営上町住宅竹棟
〔上町1丁目4区〕 2 3階

4階 3DK 鉄筋コンクリート
造4階建 不可 17,400～

34,200円
2,800円
〔1台〕

塩
沢

市営来清団地
〔三分区〕 2 1階

3階 3DK 鉄筋コンクリート
造3階建 可 13,800～

27,100円
2,000円
〔1台〕

市営泉盛寺団地
〔泉盛寺〕 1 2階 3DK 鉄筋コンクリート

造5階建 可 12,700～
24,900円

無料〔1台〕
（入居者管理）

市営舞子団地A棟
〔舞子〕 1 3階 1DK 鉄筋コンクリート

造4階建 可 14,400～
28,300円

2,000円〔1台〕
(大区画3,000円)

市営舞子団地B棟
〔舞子〕 2 1階

3階 2LDK 鉄筋コンクリート
造4階建 不可 20,200～

39,600円
2,000円〔1台〕

(大区画3,000円)
市営上野団地

〔上野〕 2 1階
3階 2LDK 鉄筋コンクリート

造3階建 不可 18,800～
36,800円

2,000円
〔1台〕

共通事項
募集期間　6月15日㈭～30日㈮
入居資格
・住宅事情に困っている
・収入基準に適合している
・ 同居する親族がいる（単身での申込みは60歳以

上と障がい者に該当する人で、上記単身入居「可」
の住宅へ申込みが可能）

・暴力団員ではないこと

※ 入居などの相談・問い合わせは、福祉課 公営住宅係で随時受け付けています。入居の申込みは募集期間
のみ受け付けます

家賃算定　収入に応じて決定します。
申込方法　 入居資格を確認のうえ、福祉課、大和・

塩沢市民センターで申込書を配布。申込
書に必要書類を添付し、募集期間内に福
祉課 公営住宅係へ提出。

選考方法　住宅委員会の審議により選考します。
入居可能時期　7月下旬以降の見込み。
※ 入居にあたっては家賃3か月分の敷金、保証人1

人が必要です
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問
・
申
国
際
大
学
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
推
進
・
地
域

連
携
室

�

☎
７
７
９
・
１
４
５
９

第
６
回 

Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ

　
Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ
は
、

国
際
大
学
の
教
員
が
専
門
分
野
の

中
か
ら
、
地
域
の
人
が
関
心
の
あ

る
内
容
を
提
供
す
る
市
民
講
座
で

す
。
月
１
回
の
開
催
で
、
全
１０
回

実
施
予
定
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

第
６
回
テ
ー
マ

「
台
湾
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」

日 

６
月
１７
日
㈯

　
午
後
３
時
～
４
時
３０
分

　
（
開
場
：
午
後
２
時
３０
分
）

会
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ

－

Ｂ
Ａ

費
無
料�

申 

電
話
か
Ｑ
Ｒ
か

ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

く
ら
し
・
相
談�

問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

内 

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
、
不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な

ど
の
法
律
問
題
の
相
談
。

日
６
月
１２
日
㈪
、
１５
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
３０
分
）

〆
６
月
９
日
㈮　
正
午

申 

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※ 
申
し
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
お
受
け
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

　
あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対 

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
高
等
学
校
不
登
校
な
ど

に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～
３９
歳

の
若
者
か
家
族

日
７
月
５
日
㈬

午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

会 

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

〆
６
月
２９
日
㈭

申  

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
相

談
時
間
を
有
効
に
使
う
た
め
、

事
前
に
概
要
を
伺
い
ま
す
。

他 

支
援
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相

談
は
、
随
時
受
付
中

問
新
潟
県
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
・
２
８
１
・
６
１
１
０

�

［
労
働
相
談
専
用
電
話
］

休
日
労
働
相
談
会

　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
、
社
会
保
険
労
務
士
と
労
働

相
談
所
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

日
６
月
１８
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

相 

談
方
法

　
面
談
、
電
話
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ

※ 

電
話
以
外
の
相
談
は
要
予
約

会 

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所
〔
長

岡
市
沖
田
２
丁
目
１
７
３

－

２ 

長
岡
地
域
振
興
局
内
〕

※ 

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

他 

弁
護
士
相
談
や
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
へ
の
相
談
も
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
（
要
予
約
）

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
、
交
付
な
ど
の
時
間
外
・

日
曜
窓
口

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

６
月
７
日
、
２１
日
、
７
月
５
日
、

１２
日
、
１９
日
、
２６
日

午
後
５
時
１５
分
～
７
時
３０
分

日
曜
窓
口

６
月
１１
日
、
２５
日
、
７
月
９
日
、

２３
日　

午
前
８
時
３０
分
～
正
午

受
付
窓
口　
市
民
課

申  

受
付
専
用
電
話
（
☎
７
８
８
・

１
７
８
０
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

持・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・ 

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・ 

そ
の
他
の
本
人
確
認
書
類
１
点

（
健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
、氏

名
と
生
年
月
日
記
載
の
診
察
券

な
ど
。
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
が
な
い
場
合
は
２
点
）

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る

人
）

・ 
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
交
付
時
の
み
）

他 ・ 

顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す
。

・ 

交
付
は
、
原
則
３
日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

※  

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

内 

家
庭
内
や
親
族
・
近
隣
間
の
悩

み
ご
と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相

談
、
い
じ
め
や
あ
ら
ゆ
る
差
別

問
題
の
相
談
。

７
月
３
日
㈪

会 

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

２
階

　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

相
人
権
擁
護
委
員

杉
岡 

明
全
〔
上
野
〕

野
口 

里
加
子
〔
上
田
掛
之
下
〕

７
月
７
日
㈮

会 

守
門
公
民
館

　
〔
魚
沼
市
須
原
５
２
０
〕

相
人
権
擁
護
委
員

共
通
事
項

時
午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

申  

不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。
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ごみにしない! 3R推進コーナー
 【問合せ】廃棄物対策課　☎782・0339

問
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
み
ま
し
た
か
？

　
犬
の
飼
い
主
は
、
１
年
に
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
集
合
注
射
で
接
種
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
の
体
調
不
良
な
ど
で
接
種
で

き
な
い
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
猶

予
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
や
近
隣
市
な
ど
の
１２
の
動

物
病
院
の
指
定
獣
医
師
に
事
務
委

託
を
し
て
、
犬
の
登
録
手
続
き
や

鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

指
定
獣
医
師
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（「
南
魚
沼
市
指
定
獣
医
師
」

で
検
索
）
で
確
認
す
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　6月は出水期を迎え、梅雨前線や台風などに伴う豪雨
が発生しやすい時期です。日ごろから南魚沼市防災マッ
プなどを活用し、安全な避難場所や避難経路などを確認
しておきましょう。新潟県公式アプリ「新潟県防災ナ
ビ」では、洪水や土砂災害のハザードマップから避難所
を調べることができます。いざという時にはアプリから
河川水位などの情報を収集して、避難行動に役立てま
しょう。

 回収しないもの 
・ 枕、マットレス・

布団、じゅうたん、
ペットの使用した
毛布など

・ 汚れや臭いのひど
いもの、濡れているもの

 回収のポイント 
・洗濯してあればクリーニングは不要
・ 黄ばみ・シミがあるもの、ボタンが取れた

り、穴があいたりしたものも回収
 回収後は 
　東南アジアやアフリカなどへ輸出され、中
古衣料として再利用されます。状態の悪いも
のは、工業用ぞうきんなどにリサイクルされ
ます。

　梅雨時期は、雨量が多く土砂災害が
発生しやすくなります。日ごろから気
象情報などに注意し、避難場所を確認
しておきましょう。大雨の際は、地方
気象台が発表する「土砂災害警戒情
報」に注意し、危険を感じたらすぐに
避難してください。山や崖、川などで
異常な箇所を見つけたら、地域振興局
か、建設課までご連絡ください。

新潟県
防災ナビ

南魚沼市
防災マップ

 回収するもの 
・ シ ャ ツ、 パ ン ツ、 靴 下、

スーツ、ジャンパーなどの
衣類全般

・ ハンカチ、ネクタイ、タオル、
バッグ、毛布、ベルトなど

 回収場所と時間 

回収場所 不燃ごみ処理施設
〔上十日町〕

大和庁舎 車庫棟
〔浦佐〕

受入時間

月～土曜日
9：00～12：00

13：00～17：00
月～金曜日

8：30～17：00
（閉庁日は不可）日曜日・祝日

9：00～12：00

※ 1月1日～3日はごみ処理施設休業日のため受入不可

古着・古布の無料回収を実施中！
透明か半透明の袋（45ℓ以下）に
入れて出してください。

6月は「土砂災害防止月間」
問南魚沼地域振興局 地域整備部
　治水課 ☎772・8083
　建設課 維持管理班
 ☎773・6674

川の増水に備えましょう
問新潟県 土木部 河川管理課 ☎025・280・5414
　総務課 防災庶務班 ☎773・6660
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問
農
林
課 
農
業
振
興
係

�
☎
７
７
３
・
６
６
６
３

サ
ル
被
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

を
始
め
ま
す

　
市
内
で
多
発
し
て
い
る
ニ
ホ
ン

ザ
ル
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
サ
ル
被
害
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
は
各
種
許
可
を
受

け
た
実
施
隊
員
（
猟
友
会
員
）
が
、

緊
急
的
に
必
要
な
場
合
に
、
周
囲

の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
や
猟
銃
を
使
用
し
て

追
い
払
い
な
ど
を
し
ま
す
。
追
い

払
い
な
ど
の
実
施
時
に
は
破
裂
音

や
射
撃
音
が
発
生
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
６
月
１
日
㈭
～
１１
月
３０
日
㈭

　
（
祝
日
を
除
く
、
月
～
金
曜
日
）

時 

午
前
９
時
～
正
午
（
出
没
状
況

に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

実 

施
地
区　
市
内
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル

出
没
地
区
（
猟
銃
の
使
用
は
山

際
に
限
り
ま
す
）

実 

施
人
員　
大
和
・
六
日
町
・
塩

沢
の
各
地
域
１
人
ず
つ

他 

パ
ト
ロ
ー
ル
期
間
中
は
、
調
査

し
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
出
没
情
報

を
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
配

信
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、「
サ
ル

出
没
メ
ー
ル
配
信
希
望
」
と
件

名
を
入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

nougyou@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp　

※ 

次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
む
と
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
取
得
で
き
ま
す

�

問
水
道
課 
水
道
業
務
係

�

☎
７
７
４
・
３
１
４
１

水
道
メ
ー
タ
ー
を

交
換
し
ま
す

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で
検

定
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
、
市
で

は
検
定
有
効
期
間
が
満
了
と
な
る

メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
委
託
業
者
が
交
換
を
行
い
、

作
業
前
後
に
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お

知
ら
せ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

作
業
時
の
注
意
と
お
願
い

・ 

交
換
作
業
の
た
め
、
業
者
が
声

を
か
け
、
敷
地
内
に
入
り
ま
す
。

・ 

留
守
で
も
作
業
を
行
い
ま
す
。

・ 

作
業
を
行
う
５
～
２０
分
程
度
は
、

水
が
使
え
ま
せ
ん
。

・ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
く
・
駐
車
す
る
・
犬
を
近

く
に
つ
な
ぐ
な
ど
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

費
無
料

交
換
時
期

　
６
月
～
１０
月
（
順
次
交
換
）

対 

検
定
有
効
期
限
が
令
和
６
年
１２

月
ま
で
の
水
道
メ
ー
タ
ー
（
有

効
期
限
は
メ
ー
タ
ー
の
蓋
の
裏

の
シ
ー
ル
に
記
載
）

※ 

交
換
後
に
、
に
ご
り
水
や
空
気

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

少
し
の
間
、
水
を
出
し
て
い
る

と
解
消
し
ま
す

問
南
魚
沼
警
察
署

�

☎
７
７
０
・
０
１
１
０

　
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
＃
９
１
１
０

詐
欺
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
南
魚
沼
警
察
署
管
内
で
特
殊
詐

欺
と
思
わ
れ
る
電
話
や
メ
ー
ル
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
お

金
に
関
す
る
連
絡
が
き
て
も
慌
て

ず
に
、
家
族
や
市
役
所
、
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
紹
介

　
令
和
５
年
４
月
に
高
齢
女
性
が

パ
ソ
コ
ン
閲
覧
中
に
表
示
さ
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
電
話
を
か
け

た
と
こ
ろ
、
パ
ソ
コ
ン
復
旧
費
用

と
し
て
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
た
め
、
市
内
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
訪
れ

た
。

　
不
審
に
感
じ
た
店
員
が
詐
欺
を

疑
い
、
購
入
の
中
止
を
説
得
し
警

察
へ
の
相
談
を
促
し
た
こ
と
で
、

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
。
後
日
こ
の
店
員

に
は
、
南
魚
沼
警
察
署
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

健
康
・
福
祉

問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か

～
６
月
は
食
育
月
間

�

毎
月
１９
日
は
食
育
の
日
～

　
６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
食
育

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
得
て
、
健
康
的

な
食
生
活
を
実
現
で
き
る
人
を
育

て
る
こ
と
で
す
。

　
毎
日
の
規
則
正
し
い
食
生
活
は
、

健
康
の
基
本
で
す
。
特
に
、
朝
食

を
食
べ
る
こ
と
は
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
は

た
ら
き
を
活
発
に
す
る
、
便
通
を

よ
く
す
る
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま

す
。
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
を
身
に

つ
け
、
１
日
を
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

問
・
申
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

六
日
町
地
域

「
ま
め
で
い
き
い
き
倶
楽
部
」

 

参
加
者
募
集

　
体
を
動
か
し
な
が
ら
仲
間
作
り

を
し
ま
せ
ん
か
。
生
活
や
健
康
、

介
護
予
防
に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

期 

６
月
２３
日
～
１１
月
２４
日
の
毎
月

第
４
金
曜
日
（
全
６
回
）

時
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
南
魚
沼
市
図
書
館 

多
目
的
室

費
５
０
０
円
（
初
回
の
み
）

対 

市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
人

定 

１５
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
六

日
町
地
域
の
在
住
者
を
優
先
し

て
抽
選
）

〆
６
月
１４
日
㈬

内 

軽
体
操
と
脳
活
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

口
腔
・
栄
養
の
講
話
な
ど

他 

申
込
み
締
切
後
、
案
内
文
を
郵

送
し
ま
す
。
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問
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

南
魚
沼
市
の

「
介
護
保
険
料
」

　
６
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
年

間
の
保
険
料
額
や
納
め
方
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

６５
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料

　
保
険
料
は
、
高
齢
者
人
口
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
利
用
者
数
の

推
計
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

市
の
令
和
５
年
度
保
険
料
の

「
基
準
額
」
は
、
年
額
７
６
，９
０

０
円
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　
大
き
く
分
け
て
特
別
徴
収
と
普

通
徴
収
の
２
種
類
の
納
め
方
が
あ

り
ま
す
。

特 

別
徴
収　
年
金
天
引
き
に
よ
る

納
付
（
全
６
回
）

普 

通
徴
収　
口
座
振
替
か
納
付
書

に
よ
る
納
付
（
全
１０
回
）

　
基
本
的
に
は
特
別
徴
収
で
す
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

・ 

６５
歳
に
な
っ
て
か
ら
６
～
８
か

月
以
内
の
人

・ 

南
魚
沼
市
に
転
入
し
て
か
ら
６

～
８
か
月
以
内
の
人

・ 

年
金
の
収
入
額
が
年
額
で
１８
万

円
未
満
の
人

・ 

令
和
４
年
度
の
保
険
料
額
が
年

の
途
中
で
大
幅
に
減
っ
た
人

　
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
保
険
料

が
増
額
に
な
る
人
は
増
額
分
の
み

普
通
徴
収
に
な
り
、
保
険
料
が
減

額
に
な
っ
た
人
は
特
別
徴
収
が
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
手
続
き
を
し
た

翌
月
か
ら
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
を
し
た
月
は
、
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免

　
「
被
災
し
た
」「
著
し
い
収
入
の

減
少
が
あ
っ
た
」「
債
務
返
済
を

目
的
に
財
産
を
譲
渡
し
た
」
場
合

や
、
保
険
料
が
１
～
３
段
階
の
人

で
、
特
に
生
活
に
困
っ
て
い
る
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減

額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

４０
歳
～
６４
歳
の
人
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
保
険
料

　
加
入
の
医
療
保
険
料
（
国
民
健

康
保
険
、
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
）
に
介
護
保
険
料
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
６４
歳
の
人
は
、
６５
歳
に
な
る
前

月
分
ま
で
を
月
割
り
で
納
め
ま
す
。

（
６５
歳
以
上
の
保
険
料
と
重
複
は

あ
り
ま
せ
ん
）

はい

保険料は、世帯の市民税課税状況や前年の所得などに応じて11段階に分かれています。

いいえ

第1段階 23,000円
（軽減後）

ス
タ
ー
ト

あなたの保険料年額は？

生活保護を
受けていま
すか

前年の合計
所得金額が
320万円以
上ですか 前年の合計

所得金額が
450万円以
上ですか 前年の合計

所得金額が
600万円以
上ですか

老齢福祉年
金を受給し
ていますか

世帯内に市民
税が課税され
ている人がい
ますか

前年の合計所得金
額と課税年金収入
額の合計が80万
円以下ですか

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額の
合計が80万
円以下ですか

　令和４年度に引き続き、消費税増税に伴う負担の増
加を考慮して、１～３段階の保険料を軽減します。軽
減は自動的に適用しますので、申請は不要です。

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額が
120万円を超
えていますか

本人に市民税
が課税されて
いますか 前年の合計所得

金額が120万円
以上ですか

前年の合計所得
金額が210万円
以上ですか

第11段階 153,800円

第10段階 134,600円

第9段階 130,700円

第8段階 115,300円

第7段階 99,900円

第6段階 92,300円

第5段階 76,900円

第4段階 69,200円

第3段階 53,800円
（軽減後）

第2段階 38,400円
（軽減後）

基　準　額
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問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�
☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�
Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

意
思
疎
通
支
援
者
派
遣
事
業

　
市
で
は
、
聴
覚
障
が
い
な
ど
が

あ
り
、
手
話
な
ど
に
よ
る
意
思
疎

通
を
希
望
す
る
人
に
、
意
思
疎
通

支
援
者
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

意
思
疎
通
支
援
者
と
は

　
手
話
通
訳
士
・
手
話
通
訳
者
・

手
話
奉
仕
員
な
ど
で
市
の
登
録
を

受
け
た
人

対 

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
で
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
か
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体

派
遣
対
象

　
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
地

域
活
動
に
参
加
す
る
場
合
な
ど

派
遣
対
象
外

・
営
利
目
的

・
政
治
団
体
や
宗
教
団
体
の
活
動

・ 

そ
の
他
派
遣
す
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
市
長
が
認
め
た
場
合

他 

意
思
疎
通
支
援
者
と
の
日
程
調

整
後
に
派
遣
が
決
定
し
ま
す
。

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

syougai@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

　
障
が
い
者
手
帳
を
所
有
し
て
い

る
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
有
料

道
路
の
通
常
料
金
の
半
額
を
割
り

引
き
ま
す
。

対 

身
体
障
が
い
者
手
帳
か
療
育
手

帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

必
ず
必
要
な
も
の

・
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・ 

運
転
免
許
証
（
障
が
い
者
本
人

が
運
転
す
る
場
合
）

車
を
登
録
す
る
場
合
に
必
要
な
も

の・ 

車
検
証
（
所
有
者
の
氏
名
が
個

人
名
義
の
も
の
に
限
る
）

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
に
必
要

な
も
の

・ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
障
が
い
者
本

人
名
義
の
も
の
）

・ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
管
理
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・

証
明
書
な
ど
）

受
付
窓
口

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

他 

手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
、
本
人

の
運
転
以
外
に
、
家
族
の
運
転

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免

　
次
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
手

続
き
を
す
る
と
、
受
信
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

全
額
免
除

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
の
所
有
者

が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全

員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合

半
額
免
除

・ 
視
覚
障
が
い
・
聴
覚
障
が
い
に

よ
る
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
所

有
者
が
世
帯
主
で
受
信
契
約
者

の
場
合

・ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
が

い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い

ず
れ
か
の
手
帳
の
所
有
者
が
世

帯
主
で
受
信
契
約
者
の
場
合

申
請
に
必
要
な
も
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
、
印

鑑
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
客
様
番
号
の
わ

か
る
も
の

受
付
窓
口

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

新
潟
県

お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
、

歩
行
が
困
難
な
人
が
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
案
内

標
示
が
あ
る
駐
車
場
で
、
利
用
証

を
車
内
に
掲
げ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

対 

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
妊
産
婦

の
人
な
ど
、
歩
行
が
困
難
、
歩

行
に
配
慮
が
必
要
な
人

※ 

等
級
な
ど
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

利
用
証
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も

の
　
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
な
ど

受
付
窓
口

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

問
・
申
新
潟
県
高
次
脳
機
能
障

害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新

潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
０
１
１
４

高
次
脳
機
能
障
が
い
者

「
家
族
の
つ
ど
い
」

　
高
次
脳
機
能
障
が
い
は
、
外
見

か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
本

人
や
家
族
は
戸
惑
う
こ
と
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

日
ご
ろ
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合

い
ま
せ
ん
か
。

対 

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族

定
各
回
１５
人

日 

６
月
８
日
㈭
、
８
月
１０
日
㈭
、

１０
月
１２
日
㈭
、
１２
月
１４
日
㈭
、

令
和
６
年
２
月
８
日
㈭

※ 

い
ず
れ
の
回
か
ら
で
も
参
加
可

時
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会 

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
ハ
ー
ト
館
）

費
無
料

申 

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

初
め
て
参
加
す
る
人
で
、
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

た
こ
と
が
な
い
人
は
２
週
間
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事
前
に
担
当
者
が
話
を
伺
い
ま

す
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問
介
護
保
険
課 
包
括
支
援
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

高
齢
者
の
生
活
支
援
の

担
い
手
養
成
研
修

参
加
者
募
集

　
高
齢
者
の
中
に
は
、
食
事
や
入

浴
な
ど
の
身
体
的
な
介
助
ま
で
は

不
要
で
も
、
掃
除
や
買
い
物
な
ど

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活

支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
担
い
手

と
し
て
、
地
域
を
支
え
る
活
動
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

養
成
研
修

対
６０
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

日
７
月
１４
日
㈮

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時
１０
分

会 

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
ホ
ー
ル

定
３０
人
（
先
着
順
）

費
無
料

〆
６
月
３０
日
㈮

申 

南
魚
沼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

　
☎
７
７
２
・
４
９
７
３

（
主
催
：
新
潟
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
）

内 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
従
事
者
の

養
成
を
目
的
と
し
て
、
介
護
保

険
法
や
高
齢
者
の
特
徴
、
実
際

の
生
活
支
援
な
ど
を
学
び
ま
す
。

他 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
る
業
務
で
す
。
実
際
に
担

い
手
と
し
て
活
動
す
る
に
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

養
成
研
修
の
受
講
は
、
会
員
に

な
る
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

問
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
が
い
者
差
別
解
消
法
を

ご
存
知
で
す
か

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く

す
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
と
も
に
生
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成

２８
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は

　
障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人
の
ほ

か
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
（
発
達
障
が
い
を
含

む
）、
そ
の
ほ
か
心
身
の
機
能
に

障
が
い
が
あ
り
、
障
が
い
や
社
会

の
中
に
あ
る
障
壁
に
よ
っ
て
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限

を
受
け
て
い
る
人
で
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁

止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

　

障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
を
禁

止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

を
求
め
て
い
ま
す
。

「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の提供」
国 の 行 政 機
関・地方公共
団体など

民間企業など

不当な差別的
取扱い 禁止 禁止

合理的配慮 法的義務
努力義務 →
法的義務へ
（注1）

（
注
１
）
令
和
３
年
５
月
に
改
正

さ
れ
、
改
正
法
は
令
和
６
年
４

月
か
ら
施
行

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

　
正
当
な
理
由
な
く
障
が
い
が
あ

る
と
い
う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
条
件
を
付
け
る
よ
う
な
行

為
で
す
。

具
体
例

・ 「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
だ
け
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

入
れ
て
も
ら
え
な
い
、
ア
パ
ー

ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
な
ど

・ 

お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車

い
す
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う

理
由
で
断
ら
れ
た

合
理
的
配
慮
と
は

　
合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
か
ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
障

壁
を
取
り
除
く
た
め
に
何
ら
か
の

対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
の

意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時
に
、
負
担

が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る

配
慮
の
こ
と
で
す
。

具
体
例　

・ 

車
い
す
利
用
者
が
、
建
物
の
入

り
口
に
段
差
が
あ
り
進
め
な
い

場
合
、
可
動
式
の
ス
ロ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

・ 

意
思
を
伝
え
あ
う
た
め
に
、
絵

や
写
真
な
ど
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
う

※ 

福
祉
課
窓
口
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご

活
用
く
だ
さ
い

問
介
護
保
険
課 

包
括
支
援
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

「
筋
力
づ
く
り
教
室
」
で

フ
レ
イ
ル
予
防
を

は
じ
め
ま
せ
ん
か

　
「
フ
レ
イ
ル
」
は
、
加
齢
に
伴

う
心
身
機
能
の
低
下
で
要
介
護
と

な
る
一
歩
手
前
の
状
態
で
す
。
フ

レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は
、
栄
養

（
食
・
口
腔
機
能
）・
身
体
活
動

（
運
動
・
社
会
活
動
な
ど
）・
社
会

参
加
（
就
労
・
余
暇
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
重
要
で
す
。
運
動
不
足
を

感
じ
て
い
る
人
な
ど
、
筋
力
づ
く

り
教
室
で
フ
レ
イ
ル
予
防
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

　
筋
力
づ
く
り
教
室
は
地
域
の
集

落
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
、
筋

力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
を
行
い
ま

す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
は
、

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
筋
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
、
関
節
へ
の
負
担

も
少
な
く
、
足
腰
に
痛
み
の
あ
る

人
で
も
無
理
な
く
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

持 

飲
み
物
、
長
め
の
タ
オ
ル
、
会

場
に
よ
っ
て
は
バ
ス
タ
オ
ル
や

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

費
１
回
６０
円

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

※ 

南
魚
沼
市
筋
力
づ
く
り
教
室
の

開
催
予
定
表
を
１６
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
開
催
日
な
ど
は
、
変
更
す

る
場
合
あ
り
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令和5年度 南魚沼市筋力づくり教室開催予定表
 【問合せ】介護保険課 包括支援班　☎773・6675

地域 会　場 定例曜日 開始時間

大
和
地
域

東

雷土生活改善センター 第2・4木 14：00

山崎新田集落センター　 第1・3金 9：30

東地域開発センター 第2・4火 10：00

荒金区民センター 第1・3金 9：30

黒土ふれあいセンター 第1・3水 9：30

浦
佐

境川集落センター 第1・3木 10：00

雪国おくにじまん会館
（ゆったり教室） 第2・4木 14：00

働く婦人の家 第1・3水 10：00

働く婦人の家（男性教室） 第2・4木 14：00

浅地町コミュニティーハウス 第2・4水 10：00

天王町集落センター 第2・4木 10：00

鰕島集落開発センター　 第1・3木 10：00

大
崎

穴地新田ふれあいセンターなごみ 第2・4木 14：00

穴地ふれあいセンター 第2・4金 13：30

大崎下（下小路）集落センター 第1・3金 13：30

大崎農業会館 第1・3水 13：30

柳古新田集落センター 第1・3木 13：30

今町新田開発センター 第2・4金 13：30

水尾クラブ 第2・4水 13：30

薮
神

一村尾担い手センター 第2・4金 10：00

名木沢集落開発センター 第1・3水 10：00

今町コミュニティセンター 第2・4火 10：00

六
日
町
地
域

大
巻

大巻地域開発センター 第2・4水 13：30

青木新田集落センター
（4～12月） 第1・3水 13：30

野田集落開発センター 第2・4火 10：00

五日町集落センター 第1・3木 13：30

欠之下集落センター 毎週木 13：30

四十日新道集落センター
（4～12月） 第1～4木 13：30

五
十
沢

清水瀬集会所（4～12月） 第2・4木 9：30

原ふれあいセンター 第1・3火 10：00

永松集落センター 第1・3木 9：30

五十沢地域開発センター 第2・4水 9：00

津久野集落センター 第2・4木 13：30

山谷ふれあいセンター 第1・3木 9：30

地域 会　場 定例曜日 開始時間

六
日
町
地
域

六
日
町
１

君帰集落開発センター 第2・4木 10：00

欠之上多目的集会所 第2・4木 9：00

川窪集落センター 第1・3木 10：00

余川公民館 毎週火 9：30

余川公民館（ゆったり） 毎週火 13：30

学校町公民館 第1～4火 10：00

小栗山公民館 第2～4金 14：00

北辰ふれあいセンター 第2～4水 10：00

六
日
町
２

八幡集落開発センター 第1・3月 14：00

緑町会館 第2・4水 10：00

坂戸公民館 第2・4月 14：00

美佐島ふれあいセンター 第2・4金 10：00

六
日
町
３

市民会館 第1～4水 14：00

市民会館（ゆったり） 第2・4木 14：00

西泉田公民館 第1～4火 14：00

東泉田集落開発センター 第2・4月 14：00

上・下大月 第2・4金 14：00

塩
沢
地
域

上
田

雲洞集落開発センター 第2・4水 10：00

三郎丸公民館 第1・3火 10：00

原芝野集落開発センター 第1・3水 10：00

塩
沢
１

島新田集落開発センター 第2・4水 10：00

両竹集落センター 第1・3木 10：00

思川集落開発センター 第2・4火 10：00

吉里集落開発センター 第2・4金 10：00

塩
沢
２

塩沢保健センター 毎週水 10：00

上十日町公民館 第2・4月 10：00

中共楽舎 第1～4水 10：00

樺野沢同新田区区民会館
（4～11月） 第1・3金 10：00

中
之
島

五郎丸集落開発センター 第2・4火 10：00

八竜新田多目的研修集会施設 第1・3木 10：00

大木六公民館 第2・4月 10：00

中之島農村環境改善センター 第1～3水 10：00

中子集落開発センター 第2・4水 10：00

坪池集落開発センター 第1・3金 10：00

石
打

関公民館 第2・4火 10：00

石打区公民館（4～11月） 第1・3火 10：00
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問
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係　

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
が
い
者
相
談
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

　
南
魚
沼
市
障
が
い
者
相
談
員
設

置
要
綱
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
相

談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
悩
み

ご
と
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

対 

身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
の

あ
る
人
と
そ
の
家
族

相
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で

・
中
島 

栄
一　

　
☎
７
７
９
・
２
４
２
９

・
林 

秀
夫

　
☎
７
８
２
・
９
６
９
５

問
保
健
課 

保
健
業
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

成
人
歯
科
健
診

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

　
特
定
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
次

の
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

対 成
人
歯
科
健
診
［
保
健
課
］

・ 

４
月
２
日
～
令
和
６
年
４
月
１

日
に
、
２１
・
３１
・
４１
・
５１
・

６１
・
７１
歳
に
な
る
人
（
５
月
に

通
知
済
み
）

・ 

令
和
５
年
度
中
に
妊
娠
届
け
を

提
出
し
た
妊
婦

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診�［
市
民
課
］

　
４
月
２
日
～
令
和
６
年
４
月
１

日
の
間
に
７６
・
８０
歳
に
な
る
市
の

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

共
通
事
項

費
無
料
（
治
療
費
は
自
己
負
担
）

検
査
項
目

問
診
・
口
腔
内
審
査
・
総
合
判

定
・
口
腔
衛
生
指
導

実 

施
期
間　
令
和
６
年
２
月
２９
日

㈭
ま
で
（
妊
婦
は
通
年
）

申 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
通
知

に
記
載
の
歯
科
医
院
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
月
４
日
～
１０
日
は
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」

　
近
年
、
歯
・
口
腔
の
健
康
と
全

身
疾
患
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
、

歯
科
定
期
受
診
者
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
歯
科
医
院
の
予
約
が
取
り

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
成
人

歯
科
健
診
な
ど
の
対
象
の
人
は
、

余
裕
を
も
っ
て
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
８
０
２
０
（
８０
歳
で
２０
本
以
上

の
歯
を
有
す
る
）
を
達
成
す
る
に

は
２０
代
・
３０
代
か
ら
の
定
期
的
な

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
は
、
一
人
一
人
が

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、
適

度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
予
防
が
可
能
で
す
。

　
年
に
１
回
、
特
定
健
診
を
受
診

し
て
健
康
状
態
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
と
な
っ
た
人
は
、

特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診（
特
定
健
康
診
査
）と
は

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し

た
健
診
で
す
。
身
体
計
測
、
血
圧

測
定
、
血
液
検
査
な
ど
の
項
目
を

実
施
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は

　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
効
果
が

多
く
期
待
で
き
る
人
に
対
し
て
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

※ 

特
定
健
診
な
ど
は
、
医
療
保
険

者
（
健
康
保
険
証
の
発
行
元
）

が
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

保
健
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
　

市
内
に
は
、
新
潟
県
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
登
録
さ

れ
た
６
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
マ
イ
ペ
ー
ス
に
で
き
る
身
近
で

簡
単
な
有
酸
素
運
動
で
、
運
動
不

足
の
解
消
や
気
分
転
換
、
ス
ト
レ

ス
解
消
な
ど
に
有
効
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
、
南

魚
沼
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
１
日
１
ポ

イ
ン
ト
た
ま
り
ま
す
。
水
分
補
給

を
し
な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

天
地
人
上
田
の
庄
・
登
川
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　
登
川
河
川
公
園
を
起
点
に
沢
口

橋
ま
で
の
登
川
沿
い
を
歩
く
自
然

豊
か
な
約
３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。

ゆ
き
ぐ
に
牧
之
通
り
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス

　
鈴
木
牧
之
記
念
館
を
発
着
と
し
、

長
恩
寺
、
牧
之
通
り
、
雪
の
結
晶

タ
イ
ル
、
塩
沢
つ
む
ぎ
記
念
館
、

機
屋
小
路
を
歩
く
、
約
２
．６
㎞

の
コ
ー
ス
。

天
地
人
坂
戸
城
址
・
銭
淵
公
園

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
た
銭
淵
公
園
内
を
歩
く
約
１
．

２
㎞
の
コ
ー
ス
。

六
日
町
駅
前
通
り
・
兼
続
地
区
ま

ち
歩
き
コ
ー
ス

　
六
日
町
駅
を
発
着
と
し
、
お
六

と
桂
姫
の
像
、
直
江
兼
続
公
伝
世

館
、
兼
続
通
り
を
歩
く
歴
史
や
自

然
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
約
３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。

八
色
の
森
公
園
コ
ー
ス

　
「
健
康
の
杜
」
計
画
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
散
策
型
公
園
内
を
歩
く

約
４
㎞
の
コ
ー
ス
。

天
地
人
毘
沙
門
堂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス

　

八
色
の
森
公
園
を
発
着
と
し
、

魚
野
川
を
渡
り
、
毘
沙
門
堂
を
歩

く
約
３
．４
㎞
の
コ
ー
ス
。

※ 

新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
紹
介

し
て
い
ま
す
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日本脳炎予防接種
 【問合せ】保健課　☎773・6811

　日本脳炎の予防接種は、平成17～21年度に積極的勧奨の差し控えがありましたが、新たなワクチンが開
発され、従前と同様に接種できます。
　平成15～18年度に生まれた人は、平成17～21年度に日本脳炎の予防接種を受けていないことがありま
す。母子健康手帳などを確認し、下表に沿って、接種を受けてください。平成15年6月2日～平成19年4
月1日生まれの人は、20歳の誕生日の前日まで、日本脳炎の定期予防接種を受けることができます。
※ 予診票の再発行が必要な人は、母子健康手帳を持ち、保健課、子育て支援課、大和・塩沢市民センター

におこしください

帯状疱
ほう

疹
しん

予防接種の費用を助成します
 【問合せ】保健課　☎773・6811

 助成対象者 
　令和5年4月1日以降に行ったワクチン接種につ
いて、次の①～③のすべてに該当する人
①接種日と申請日に市に住民登録がある
②接種当日に50歳以上
③ 過去に帯状疱疹予防接種の費用助成を受けたこ

とがない
 助成額 
・生ワクチン（ビケン） 2,000円
・不活化ワクチン（シングリックス）
 1回目・2回目　各5,000円
 助成回数 
・生ワクチン（ビケン） 1回
・不活化ワクチン（シングリックス） 2回まで

 助成方法 
　医療機関窓口で費用を全額支払い、後日申請する
ことで接種費用の一部を助成します。
 申請方法 
　接種後6か月以内に必要書類を提出してください。
・申請書（窓口か市ウェブサイトから取得）
・医療機関の領収書
・ 接種したワクチンの種類がわかる書類（接種済証、

診療明細書など）
※ 接種者本人名義の振込先口座番号がわかるもの
（通帳など）が必要です（提出不要）

 提出窓口 
　保健課、大和・塩沢市民センター
※詳しくは、お問い合わせください

生年月日

1期の標準的な接種
3 歳時に 2 回（6 日以上の間隔を
あける）、その後おおむね 1 年を
おいて（4 歳時）1 回

平成19年4月
2日以降

3回目は、2回目から6か月を経
過していれば接種可。7歳半が接
種期限です。期限内に、不足回数
を接種しましょう。

平成15年6月
2日～平成19
年4月1日

未接種の人は、不足回数を接種し
ましょう。
※ 郵送した接種券をご利用くださ

い。20歳以上になると、全額
自費となります

1期接種（合計3回） 2期接種（1回）

生年月日

2期の標準的な接種
1 期（全 3 回の接種）終了後、9
歳から 10 歳に達するまでに 1 回
接種する

平成19年4月
2日以降

9歳のときに1回。9歳の誕生月
前月に接種券を郵送します。13
歳の誕生日前日が接種期限です。

平成15年6月
2日～平成19
年4月1日

1期が完了したら、2期を接種し
ましょう。郵送した接種券をご使
用ください。
※ 20歳以上になると、全額自費

となります
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子
育
て
・
教
育�

問
社
会
教
育
課 
生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！ 

初
め
て
の
人
、

里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た

人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

開
講
式

日
７
月
１
日
㈯　

午
前
１０
時
～
１１
時

（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

対 

６
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

費
無
料

内 

南
魚
沼
市
少
年
少
女
合
唱
団
に

よ
る
合
唱
や
手
遊
び

持
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

問
・
申
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２
・
７
７
５
４

ふ
た
ご
を
育
て
る
親
の
会

「
ツ
イ
ン
ズ
く
ら
ぶ
」

内 

双
子
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る

保
護
者
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ

く
り
の
場
で
す
。
体
験
談
な
ど

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。（
子

ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
）

日
６
月
２１
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時

会 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

子
育

て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

対 

就
学
前
の
双
子
の
子
ど
も
が
い

る
保
護
者

〆
６
月
２０
日
㈫

問
子
育
て
支
援
課

　
子
育
て
応
援
係

�

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

６
月
は
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　
６
月
１２
日
㈪

対
象
月　
２
月
～
５
月
分

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
１
人
当

た
り
）

３
歳
未
満
の
児
童　

　
一
律�

１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

　
第
１
・
２
子�

１
０
，０
０
０
円

　
第
３
子
以
降�

１
５
，０
０
０
円

中
学
生　

　
一
律�

１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付　

　
一
律�

５
，０
０
０
円

（
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し

た
受
給
者
）

現
況
確
認
・
現
況
届
の
送
付

　
受
給
者
の
令
和
５
年
度
の
現
況

は
、
公
簿
で
監
護
状
況
や
所
得
情

報
・
年
金
区
分
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
公
簿
で
確
認
で
き
な
い
人
に

は
現
況
届
や
必
要
書
類
を
送
付
し

ま
す
。
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

〆
６
月
３０
日
㈮

所
得
上
限
限
度
額
を
下
回
っ
た
人

は
認
定
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　
令
和
４
年
度
に
、
所
得
が
上
限

限
度
額
を
超
過
し
資
格
喪
失
と

な
っ
た
人
は
、
令
和
５
年
度
の
所

得
が
上
限
限
度
額
を
下
回
っ
た
場

合
、
改
め
て
認
定
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
納
税
通
知
な
ど
で

所
得
を
確
認
し
て
か
ら
１５
日
以
内

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

所
得
制
限
限
度
額
と
所
得
上
限

限
度
額
は
所
得
税
法
上
の
扶
養

人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（「
児
童
手
当
」
で
検
索
）

か
ら
確
認
す
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

「いじめ見逃しゼロ県民運動」を推進しています
 【問合せ】学校教育課　☎773・6700

　新潟県では、学校・家庭・地域が連携して児童生徒を見守るとともに、社会性を育成し、いじめを
はじめとする生徒指導上の諸問題の未然防止に取り組む「いじめ見逃しゼロ県民運動」を実施してい
ます。この県民運動を踏まえ、市内の学校では、「いじめ見逃しゼロスクール集会」を開催するとと
もに、6月と11月を「いじめ見逃しゼロ強調月間」として取り組みの充実を図るなど、いじめ見逃
しゼロスクールを推進しています。
　「いじめをしない。見逃さない。許さない。」を合言葉に、子どもたちを見守り、いじめを見逃さな
いようにしましょう。
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問
学
校
教
育
課

�
☎
７
７
３
・
６
７
０
０

教
科
用
図
書
（
教
科
書
）

展
示
会

　
令
和
６
年
度
に
使
用
す
る
文
部

科
学
省
の
検
定
を
通
っ
た
小
学
校

教
科
用
図
書
（
教
科
書
）
を
展
示

し
ま
す
。

期 

６
月
１４
日
㈬
～
２７
日
㈫　
午
前

９
時
３０
分
～
午
後
８
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

会
南
魚
沼
市
図
書
館

問
・
申
子
育
て
支
援
課　

�

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

令
和
６
年
度 

教
育
・
保
育

施
設
の
要
支
援
児
入
園
募
集

　
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
専
任

職
員
の
対
応
が
必
要
な
児
童
（
要

支
援
児
）
の
入
園
募
集
を
行
い
ま

す
。

対① 

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

② 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
③ 

①
②
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ

る
と
医
師
が
診
断
し
た

④ 

療
育
相
談
な
ど
で
「
要
観
察
」

と
な
り
、
医
師
が
「
専
任
職
員

の
対
応
が
必
要
」
と
判
断
し
た

提
出
書
類

・
入
園
申
込
書

・
保
育
園
等
入
園
基
準
指
数
表

・ 

保
育
の
必
要
性
を
証
明
す
る
書

類
（
就
労
証
明
書
、
母
子
手
帳

な
ど
）

・ 

対
象
児
童
を
証
明
す
る
書
類

（
手
帳
の
写
し
、
医
療
機
関
な

ど
の
診
断
書
、
専
任
職
員
の
対

応
を
必
要
と
す
る
医
師
の
紹
介

状
な
ど
）

募
集
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
３１
日
㈪

受
付
窓
口

　
子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
第
１
希
望
の
園

注
意
事
項

・ 

入
園
後
の
適
切
な
支
援
の
た
め
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
「
遊
び
の
教
室
」
を
案
内

し
ま
す
。

・ 

療
育
に
関
す
る
相
談
は
保
健
課

（
☎
７
７
３
・
６
８
１
１
）
ま

で
。

ス
ポ
ー
ツ

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

第
１９
回 

南
魚
沼
市
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク 

参
加
者
募
集

　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

普
光
寺
、
新
町
地
蔵
清
水
を
め
ぐ

る
９
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
で
す
。
普

段
あ
ま
り
歩
く
こ
と
の
な
い
夜
の

ま
ち
を
、
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
）

期 

７
月
２９
日
㈯　
雨
天
決
行

　
（
荒
天
中
止
）

受
付
時
間

　
午
後
５
時
～
５
時
５０
分

出
発
時
間

　
午
後
６
時
１０
分

コ 
ー
ス

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
」
で
検
索
）
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

費
高
校
生
以
上�
１
，０
０
０
円

　
小
学
生
～
中
学
生�
５
０
０
円

　
小
学
生
未
満�
無
料

申 

込
方
法

　
専
用
用
紙
を
記
入
し
て
、
参
加

費
を
添
え
て
申
込
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

〆
６
月
５
日
㈪
～
７
月
７
日
㈮

申 

込
窓
口

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
民
会
館

内
）、
大
和
・
塩
沢
公
民
館
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

他・ 

懐
中
電
灯
を
必
ず
持
参
く
だ
さ

い
。

・ 

歩
き
や
す
い
服
装
・
履
き
な
れ

た
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・ 

給
水
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
自

で
十
分
な
水
分
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

・ 

ペ
ッ
ト
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

・ 

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
自
家

用
車
の
乗
り
合
い
、
送
迎
で
の

来
場
に
ご
協

　
力
く
だ
さ
い
。

�

問
・
申
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

体
験 

参
加
者
募
集

　
南
魚
沼
市
の
広
大
な
自
然
を
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
で
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ジ
ャ
ン
プ
の
指
導
者
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

期
６
月
１７
日
㈯　
午
後
３
時
～

　
（
１
時
間
程
度
の
予
定
）

会
市
営
五
日
町
シ
ャ
ン
ツ
ェ

　
（
飛
距
離
５
ｍ
程
度
）

費 

無
料
（
傷
害
保
険
は
主
催
者
で

加
入
。保
険
範
囲
内
で
の
補
償
）

〆
６
月
１６
日
㈮

持 

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（
エ
ッ
ジ
を

丸
め
て
も
よ
い
も
の
）、
ア
ル

ペ
ン
ブ
ー
ツ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

（
レ
ン
タ
ル
可
）、
手
袋
、
肌
が

露
出
し
な
い
服
装

他 

６
月
１８
日
㈰
に
、
第
１９
回
ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
ン
プ
大
会
を
午
前
９

時
１５
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

棚
村
基
金
推
奨
金

　
市
で
は
、
国
内
外
で
開
催
さ
れ

る
競
技
会
（
主
に
全
国
大
会
）
に

出
場
す
る
市
内
在
住
の
選
手
・
団

体
に
、
推
奨
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
支
給
基
準
や
申
請
方
法
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
４
年
度
奨
励
選
手
の
紹
介

（
国
際
大
会
出
場
と
全
国
大
会

８
位
以
内
で
申
請
の
あ
っ
た
選

手
）
は
、
２１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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令和4年度 奨励選手の紹介
（国際大会出場と全国大会8位以内で申請のあった選手）

氏名 出場大会名 競技 成績

佐
さ

藤
とう

進
しん

太
た

郎
ろう

第100回全日本スキー選手権大会
アルペンスキー

大回転６位、回転６位
第37回全日本アルペンチャンピオン大会 大回転１位
第77回国民体育大会冬季大会スキー競技会 大回転７位

金
かな

山
やま

武
たけ

志
し 第27回ジャパンクラシックマスターズパワー

リフティング選手権大会 パワーリフティング M2 83kg級 ７位

中
なか

島
じま

瞳
とう

輝
き 第77回国民体育大会卓球競技 卓球 少年の部２位

中
なか

島
じま

衣
い

千
ち

花
か 第64回小学生・中学生全国空手道選手権大会 空手 組手３位

関
せき

　 桃
もも

子
こ 第5回全国高等学校トライアスロン選手権 トライアスロン ７位

佐
さ

藤
とう

克
かつ

樹
き

第49回全日本中学校陸上競技選手権大会
陸上

男子400ｍ1位
JOCジュニアオリンピックカップ
第16回U18/第53回U16陸上競技大会 U16男子150ｍ B決勝7位

関
せき

　 麟
りん

太
た

郎
ろう 2022日本学生トライアスロン選手権観音寺大会 トライアスロン 4位

関
せき

　 な る み 第25回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会 バレーボール U14女子8位

上
かみ

村
むら

敏
とし

毅
き SoftBank ウィンターカップ2022

第75回全国高等学校バスケットボール選手権大会 バスケットボール ベスト８

阿
あ

部
べ

杏
あん

樹
じゅ ゴールドウィンFISユースジャパンカップ2023 アルペンスキー 回転7位

山
やま

本
もと

天
あま

嶺
ね 第96回全日本学生スキー選手権大会 アルペンスキー 大回転8位

石
いし

田
だ

暖
あた

流
る 第41回JSBA全日本スノーボード選手権大会 スノーボード 3位

鈴
すず

木
き

教
みち

究
さだ JOCジュニアオリンピックカップ2023

全日本ジュニアスキー選手権大会 スキージャンプ スペシャルジャンプ8位
ノルディックコンバインド2位

鈴
すず

木
き

紳
しん

原
げん JOCジュニアオリンピックカップ2023

全日本ジュニアスキー選手権大会 スキージャンプ スペシャルジャンプ7位
ノルディックコンバインド1位

我
わが

田
た

　 平
たいら 2023全日本小学生選抜クロスカントリー大会 クロスカントリー 2.5㎞クラシカル1位

2.5㎞フリー1位

羽
は

吹
ぶき

唯
ゆい

人
と

天皇杯第101回全日本スキー選手権大会
クロスカントリー

15㎞フリー4位

FISU冬季ワールドユニバーシティゲームズ2023 30㎞フリー7位
4×7.5㎞リレー3位

小
こ

林
ばやし

萌
もえ

子
こ

FISU冬季ワールドユニバーシティゲームズ2023
クロスカントリー

5㎞×3人リレー4位

第96回全日本学生スキー選手権大会 5㎞フリー8位
15㎞クラシカル5位

山
やま

本
もと

大
まさ

晴
はる 天皇杯第101回全日本スキー選手権大会 クロスカントリー 15㎞フリー2位

4×10㎞リレー8位

我
わが

田
た

　 柊
しゅう

特別国民体育大会冬季大会スキー競技会

クロスカントリー

4×10㎞リレー3位

第72回全国高等学校スキー大会
10㎞クラシカル6位
10㎞フリー5位
4×10㎞リレー2位

第35回全国高等学校選抜スキー大会 15㎞クラシカル1位
1.2㎞スプリント5位

山
やま

田
だ

佳
か

菜
な

子
こ 第20回全日本スノーボード技術選手権大会 スノーボード フリースタイル4位

上
かみ

村
むら

脩
ゆう

太
た 第35回全国高等学校選抜スキー大会 アルペンスキー 回転6位

細
ほそ

矢
や

淳
じゅん

之
の

介
すけ 特別国民体育大会冬季大会スキー競技会

クロスカントリー
4×10㎞リレー3位

第72回全国高等学校スキー大会 4×10㎞リレー2位

木
き

村
むら

六
りっ

花
か 第41回JSBA全日本スノーボード選手権大会 スノーボード 3位

令和4年度の支給実績　103件 1,870,000円
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 夏期営業 プール監視員（高校生・学生・一般）募集中  
※詳しくは、お問い合わせください

 ナイトフィットネス 
期 7月6日～8月24日の木曜日（全8回）
　19：00～20：00
対 16歳以上　定 25人（先着順）
費会員：2,400円、一般：3,600円

 ナイトヨガ（パワー） 
期 7月7日～9月1日の金曜日（8月11日を除く全8回）
　19：00～20：00
対 16歳以上　定 30人（先着順）
費会員：2,400円、一般：3,600円

 第3期 ベビーマッサージ 
期 7月27日～8月31日の木曜日（8月10日を除く全5回）
　10：30～12：00
対生後2か月～ハイハイ前の乳児と母親　定 5組（先着順）
費会員新規：無料、会員再受講：3,000円
　一般：4,500円
　※別途、材料費500円が必要

 スラックライン講習会 
日６月21日㈬　17：30～18：30　※雨天中止
対だれでも（未就学児の場合は、保護者の付き添いが必要）
定 10人（先着順）　
費会員新規：無料、会員再受講・一般：200円
　※別途、施設利用料100円が必要（定期券可）
持運動着、運動靴、タオル、飲み物

 デイリーアクア（アクアエクササイズ） 
期 7月11日㈫～14日㈮（全4回）
　10：00～11：00　
対 16歳以上　定 40人（先着順）
費会員：1,000円、一般：2,000円

 水泳フォーム撮影会 
期 7月15日㈯　11：00～12：00　
対 16歳以上（クロールで25ｍ以上泳げる人）
定 6人（先着順）
費会員：無料、一般：500円

共通事項
受付開始　6月6日㈫　9：00～
保 険料　年会費や受講料に含まれます。
　（参加する教室のみ有効）
申ディスポート南魚沼
※ ディスポートに設置の申込書に、料金

を添えてお申し込みください。各教室と
も定員に達し次第締め切り（電話での申
込み不可）

 トレーニングマシン使用法講習会 
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。
マシンはだれでも簡単に利用できます。
日６月18日㈰　12：00～13：30
対中学生以上　定６人（先着順）
費会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要
　（定期券可）
持運動着、室内用運動靴、タオル、飲み物共通事項 　申 ディスポート南魚沼（電話申し込み可）

ディスポート南魚沼
6月の休館日
毎週月曜日公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

令和5年度 南魚沼市体育施設の利用団体登録 【問合せ】  生涯スポーツ課 
☎773・6630

体育施設利用調整会議の日程
調整期間　7月8日㈯～
　11月30日㈭
※ 調整会議への参加
　は利用団体登録が
　必要です

六日町地域体育施設
日 6月6日㈫　午後7時～　会ディスポート南魚沼2階 アリーナ
塩沢地域体育施設
日 6月7日㈬　午後7時～　会塩沢公民館1階 講堂
大和地域体育施設
日 6月8日㈭　午後7時～　会大和公民館2階 大会議室
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図 書 館
問  ・申南魚沼市図書館
 ☎773・6677

南魚沼市　㊊～㊎ 9：30～20：00（㊏㊐㊗ 19：00まで）
　　　　　休館 １日㈭、15日㈭
大　和 　☎777・4671　㊋～㊐㊗ 9：00～19：00　休館 月曜日
塩　沢 　☎782・0100　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）

6月の
開館日時

テーマ展示
　「歯と口の健康週間」「食育月間」「環境月間」「父の
日」「6月のくらし」など。

読書のつどい  
日 6月17日㈯　10：30～11：00、11：15～11：45
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
テ ーマ「雨の日をたのしもう」
内 大型絵本「ぴょーん」など　定 50人（先着順）　

プラチナ企画 DVD上映会  
講談師　神田松

まつ

之
の

丞
じょう

日 6月8日㈭　10：00～11：50（110分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者
定 50人（先着順）

DVD上映会
わくわくＤＶＤ図鑑3　いろいろな建設車編
日 6月24日㈯　10：30～10：50（20分）　
会図書館 多目的室　対子ども・一般
定 50 人（先着順）

おはなしのじかん
日 6月4日㈰　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者ほか

絵本のへや
日毎週水曜日　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
内 パネルシアター「いないいないばあ」など、乳幼児

向けの絵本の読みきかせ。

幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
　スタンプとお花紙を使ってキラキラ星飾りをつくろ
う！
日 6月23日㈮　10：00～11：30
会大和公民館
対乳幼児・保護者　費無料
内手袋人形、絵本、パネルシアター、工作など

巡回図書をご利用ください
・塩沢図書室　５月18日㈭に200冊入れ替えました。
・大和図書室　６月15日㈭に入れ替え予定です。

新着図書の一部を紹介　※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます
《よみもの》
・茜唄　上・下 今村 翔吾
・文豪、社長になる 門井 慶喜
・署長シンドローム 今野 敏
・とりどりみどり 西條 奈加
・ザ・ミッション 堂場 瞬一
・新・教場 長岡 弘樹
・日本ゲートウェイ 楡 周平
・忍びの副業　上・下 畠中 恵
・魔女と過ごした七日間 東野 圭吾
・ミライの源氏物語 山崎 ナオコーラ
・うたかたモザイク 一穂 ミチ
・SGU警視庁特別銃装班 冲方 丁
・ユーチューバー 村上 龍
・ロウ・アンド・ロウ 村山 由佳
・花だいこん 山本 一力
・からだの美 小川 洋子
・月と散文 又吉 直樹

《その他》
・牧野富太郎の植物図鑑 高知県立牧野植物園
・新食育入門 服部 幸應
・地震・台風時に動けるガイド 辻 直美
・アウトドア六法 中島 慶二
・ランプシェード 松岡 享子
・おりたたみ自転車と旅しています 星井 さえこ
・子どもの語彙力の育て方 齋藤 孝
・瞽女の世界を旅する 大山 眞人
・親子で楽しむ星空の教科書 渡部 潤一
・50歳から老けない人の歯の習慣 武内 博朗
・地球のために今日から始めるエコシフト15
 箕輪 弥生
・母の味、だいたい伝授 阿川 佐和子
・最新農業の動向としくみがよ～くわかる本
 中村 恵二
・暮らしに寄りそう庭づくり新しい植物図鑑
 松田 行弘
・コンテナから読む世界経済 松田 琢磨

開館9周年記念　マジックと音楽と絵本のコンサート
ミュージシャン＆マジシャン＆翻訳家の大友剛さん（「ねこのピート」「えがないえほん」翻訳多数）の楽しいコンサート
日 7月9日㈰　受付 13：30、開演 14：00～（75分）　会図書館 多目的室　対幼児～小学2年生と保護者
定 30組（申込み多数の場合は抽選）　申電話か直接図書館にお申し込みください。　〆 6月18日㈰
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文化施設

今泉記念館アートステーション

☎783・4500　Ｆ783・3388
費一般500円／小中高250円

開館 9：00～17：00（入館16：30まで）
6月臨時休館 16日㈮～19日㈪

池田記念美術館

☎780・4080　Ｆ777・3815　
費一般500円／高校生以下無料

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
6月の休館 毎週水曜日、１日㈭、２日㈮

トミオカホワイト美術館

☎775・3646　Ｆ775・3650
費一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
6月の休館 毎週水曜日

南魚沼市民会館

☎773・5500　Ｆ772・8161

受付 8：30～17：15
6月の休館 毎週月曜日

鈴木牧之記念館

☎・Ｆ782・9860
費大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～16：30
6月の休館 毎週火曜日

 北越雪譜いろはかるたから 
「ゑひもせす」の「せ」
雪花図は　雪の結晶
 天の知らせ
　顕微鏡を使って雪の結
晶を観察した「雪の殿
様」土

ど

井
い

利
とし

位
つら

は、『雪華
図説』という本を著しま
す。牧之は、その本から
選んだ図を『北越雪譜』
で紹介しました。

 特別展 田中コレクションに見る「棟方志功の世界」 
 ～棟方志功生誕120周年記念 全収蔵作品144点 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一挙公開～ 
期 11月5日㈰まで
　棟方志功生誕120周年を記念して、当館所蔵の棟
方志功作品を特別大公開。当館で展示したことのない
作品もすべて公開します。
 南国の摩訶不思議な世界（セピックアート） 
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域は、
各島で独自の文化を発達させてきました。今では、パ
プアニューギニアからの持ち出しが禁止されている、
貴重な民族美術のコレクションを多数展示します。

 日本版画協会《八色の森》巡回展 
期 6月3日㈯～7月9日㈰
　日本を代表する版画家が結集し、現代版画の発展に
貢献する日本版画協会の会員巡回展。第89回版画展
に出品された中から厳選された作品87点を紹介しま
す。また、「第22回はんが甲子園」の受賞作品も合同
展示します。

 南魚沼市民会館 開館35周年記念   宝くじふるさとワクワク劇場 in 南魚沼 
　とびきりのお笑いをお届けします。豪華・多彩“爆
笑”の幕が開く!!

（出演予定：林家正蔵、吉本新喜劇メンバー、オー
ディションで合格した市民のみなさん 他）
日 9月10日㈰　開場13：00（開演14：00）
会市民会館 大ホール　
チケット
　全席自由　2,000円
　　　　（当日2,500円）
※ 3歳未満ひざ上無料。

座席を使用する場合は
有料

他  6月25日㈰から市民
会館・プレイガイドで
チケットを販売。

※ 本公演は宝くじの助
成による特別料金のた
め、賛助会員の割引特
典、先行発売はありま
せん

 富岡惣一郎「白の軌跡」 
期 7月18日㈫まで
　初期から晩年までの作品36点と信濃川取材時の
デッサンを展示しています。
 ギャラリー展「清水 俊 版画展」 
期 6月1日㈭ 10：30～30日㈮ 16：30
　上越市在住の版画家 清水俊さんによる作品の展示
販売。（観覧無料）
 多肉植物寄せ植え体験 参加者募集 
日６月18日㈰　10：00～11：30
定８人　対中学生以上
費 2,500円
　（材料費込み）
持園芸用手袋かゴム手袋
講 Agréable
　（アグレアーブル）
申 電話でお申し込みくださ

い。

市民無料の日：8日㈭、18日㈰
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小学校での音楽授業
　地区内の薮神小学校の音楽授業の一環として、
雅楽の演奏会を行いました。笙

しょう

や太鼓などの楽
器の説明を聞き、
実際に見たり触っ
たりと貴重な経験
になっています。

薮神のこれからの姿を創る
　新型コロナウイルスによる影響が変わりつつ
ある今、地区の活性化
の推進や課題を解決す
るために、薮神地区の

“これからの姿”の検
討を進めています。

掲
示
板
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�
 薮神地区地域づくり協議会 
　薮神地区地域づくり協議会では、地区の住民みんなの総力で地域の特性を活かしながら、活性化を
進めています。また、住民同士の連帯を深め、安心で安全な社会、そして美しい環境づくりをめざす
ために活動しています。活動の一部を紹介します。

※ 地域づくり協議会は、市内に活動拠点となる12の地
区センターを置き、住民主体のまちづくりを推進する
ため、安心・安全な社会や美しい環境づくりをめざし
た地域コミュニティ活性化事業に取り組んでいます

活動などの問合せ
薮神地区地域づくり協議会〔一村尾2921〕
　☎777・4862　Ｆ 777・2292
　 yabukami@alpha.ocn.ne.jp

地域づくり協議会の取り組みを紹介します　～シリーズ⑫～
 【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659
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 News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

令和5年度 南魚沼市成人式を開催しました5月3日（水・祝）
　南魚沼市民会館を会場に令和5年度成人式を開催し、大和地域
101人、六日町地域188人、塩沢地域113人の計402人の新成人
が参加しました。令和2年度～4年度成人式は新型コロナウイルス
の影響で開催時期の延期や、地域別で式典が行われましたが、今年
度は通常開催となりました。
　式典で、新成人代表の井口さんは、「今まで多くの人に支えられ、
守られてきた感謝を忘れず、それぞれの道で一歩一歩、歩んでいき
たいと思います」と成人としての抱負を話しました。
　また、髙橋マサエさん（髙千代酒造株式会社 取締役会長）から
市に寄贈いただいた電子オルガンを使用し、南魚沼市交流大使で音
楽家の橘光一さんが新たな門出を祝した曲を演奏しました。
　会場は成人の喜びや久しぶりに会う同級生との再会で、笑顔に包
まれていました。

舞子大山組 卯年大祭が開催されました5月4日（木・祝）
　中之島地区の舞子・万条・大原・五丁歩・姥島・論
丸・坪池・五郎丸・中子・徳田の10行政区で、12年に
1度（卯年）に行われる「舞子大山組 卯年大祭」が行
われました。
　卯年大祭の起源はさまざまありますが、多くは無業息
災・五穀豊穣・家内安全・地域活性の祈願として、江戸
時代に初めて行われたと伝えられています。
　この日は晴天に恵まれ、沿道では大勢の見学者でにぎ
わいました。 （写真撮影：市民カメラマン 竹内雅之）
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　地域おこし協力隊の活動やみなさんに知ってほしい地域の情報などを紹介するコーナーがスタート
します。今回は、担当する2人を紹介します。

南魚沼市地域おこし協力隊日記

【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659

「地域おこし協力隊」とは
　都市部から意欲ある人材を隊員
として任用し、地域に在住しなが
ら、地域力の維持や強化を図るこ
とを目的としています。

（※）都市部の人たちなどが一定期間地方に滞在し、働いて収入を得ながら、地域住民との交流や学びの
場などを通じて地域での暮らしを体感する事業（総務省事業）

坂本利
とし

文
ふみ

さん
活動地域
浦佐地区を中心に
活動

（ 拠点：浦佐地域
づくり協議会）

田中晴
はる

樹
き

さん
活動地域
市内全域予定

（ 拠点：一般社団
法人愛・南魚沼
みらい塾）

坂本さんのコメント　　　　　　　　　　　　　　　令和4年11月に南魚沼市
地域おこし協力隊員に着任しました坂本利文です。出身は埼
玉県朝霞市です。前職を退職して、友人からの紹介で応募し
ました。
　浦佐地区に着任し、地区のイベントを手伝いながら、今ま
で経験したことのない、雪国の暮らしを体験しています。4
月から雪国おくにじまん会館内に開店したカフェに併設して
いる産直市場の運営を担当しており、こちらも完全に未経験
の事なので挑戦と失敗を繰り返しています。勉強しながら活
動していきますので、浦佐に来た際にはぜひ「雪国おくにじ
まん会館」におこしください。

田中さんのコメント　　　　　　　　　　　　　　　令和5年4月から大学を休
学し、南魚沼市地域おこし協力隊員になりました田中晴樹で
す。兵庫県尼崎市出身ですが、島根県の離島で高校3年間を
過ごし、地域創生に興味をもち、東京の大正大学地域創生学
部に進学しました。その後、大学の地方実習によって南魚沼
に関わるようになりました。
　今後は主に、一般社団法人愛・南魚沼みらい塾で行ってい
る中高生の探究活動を通じた人材育成「Y

ユ ー

ou K
キ ー

eyプロジェ
クト」や「ふるさとワーキングホリデー（※）」などを通じ
た首都圏の大学生と南魚沼をつなぐ活動を行っていきます。

　4月4日㈫、市で地域おこし協力隊として活動する隊員
への委嘱状交付式が行われ、令和4年11月から継続して
活動している坂本利文さんと、新規採用となった田中晴樹
さんの2人に委嘱されました。
　林市長は、「数年前には考えられなかった若い力が市内
に集まってきていて、明るい方向に進むと確信しています。
地域おこし協力隊もどんどん増やしていきたいと考えてい
ます。先駆者として頑張ってください」と激励しました。

地域の活性化のために、地域おこし協力隊員を任命しました
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と
米
沢
市
長
。「
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、

当
市
と
季
節
感
が
ま
っ
た
く
同
じ
な
ん
で
す
。

草
花
の
芽
吹
き
具
合
や
山
の
色
、
高
山
の
残

雪
。
魚
沼
と
寸
分
違
わ
な
い
。
私
が
見
間
違

う
く
ら
い
」「
こ
の
辺
で
は
木
の
芽
は
食
べ

ま
す
か
？
」
と
続
け
る
と
、
居
合
わ
せ
た
他

の
市
長
達
は
「
何
そ
れ
？
」
と
い
う
顔
を
さ

れ
た
が
、
米
沢
市
長
だ
け
が
「
あ
れ
は
う
ま

い
」
と
間
髪
入
れ
ず
に
答
え
ら
れ
た
。
こ
の

辺
で
は
米
沢
地
域
し
か
食
べ
ま
せ
ん
が
、
と

も
。
関
ヶ
原
の
戦
い
後
の
米
沢
移
封
前
の
領

地
だ
っ
た
会
津
で
は
食
べ
な
い
と
い
う
。
米

沢
に
食
文
化
が
伝
承
さ
れ
た
の
か
な
と
酒
間

の
話
題
に
な
っ
た
次
第
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
春
、
３
年
ぶ

り
に
当
市
出
身
の
み
な
さ
ん
の
首
都
圏
会
の

総
会
も
開
催
。
久
し
ぶ
り
の
面
々
に
お
会
い

で
き
ま
し
た
。「
市
長
に
食
べ
さ
せ
て
や
ろ

う
と
思
っ
て
取
っ
て
き
た
て
」
と
４
月
の
初

め
で
、
ま
だ
南
魚
沼
で
は
摘
め
な
い
木
の
芽

を
会
場
に
。
お
一
人
は
川
崎
、
も
う
一
人
は

千
葉
の
人
。「
お
ら
ど
こ
の
木
の
芽
は
な

じ
ょ
だ
？
」
と
。
気
に
な
る
苦
み
の
強
さ
よ

り
も
、
心
遣
い
へ
の
感
謝
と
２
人
の
故
郷
へ

の
思
い
に
「
う
ん
め
ー
な
い
」。
ふ
る
さ
と

を
離
れ
た
人
ほ
ど
そ
の
思
い
は
強
い
も
の
な

の
か
も
し
れ
な
い
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新
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感
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全
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大
型
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休
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成
人
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多
く
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行
事
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出
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ず
、
誠
に
申
し
訳

な
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思
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て
い
ま
す
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療
養
期
間
中
、
つ
ら
か
っ
た
症
状
が
快
方
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向
か
う
と
、
現
金
に
も
今
度
は
時
間
を
持

て
余
す
よ
う
に
。
た
ま
っ
て
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新
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み
だ
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と
新
潟
日
報
一
面
の
コ
ラ
ム
「
日
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抄
」
に
目
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留
ま
り
ま
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た
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魚
沼
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の
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文
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上
品
な
苦
み
」
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至
上
の
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絶
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い
た
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と
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自
分
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褒
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い
る
よ
う

な
う
れ
し
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と
同
時
に
あ
る
こ
と
を
思
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出

し
ま
し
た
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今
年
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
年
４

月
２９
日
～
５
月
３
日
に
山
形
県
米
沢
市
で
開

催
さ
れ
る
米
沢
上
杉
ま
つ
り
に
、
来
賓
と
し

て
歴
史
親
善
友
好
都
市
の
代
表
数
名
が
招
か

れ
ま
す
。
南
魚
沼
市
は
、
米
沢
藩
初
代
藩
主

の
上
杉
景
勝
公
と
重
臣 

直
江
兼
続
公
の
生

誕
の
地
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祝
宴
の
席
で
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上
越
市
長
や
会
津

若
松
市
長
な
ど
と
同
席
の
栄
に
浴
し
ま
す
が
、

あ
る
時
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こ
の
地
に
落
ち
着
い
た
お
殿
様

た
ち
は
、
癒
さ
れ
た
面
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あ
っ
た
で
し
ょ
う

ね
ぇ
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言
う
私
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ど
ん
な
と
こ
ろ
が
？
」
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市民の動き　令和5年4月末日現在　（　）は対前月比
●人口 53,625人（－40）／男 26,258人（－6）　女 27,367人（－34）　●世帯数 20,295戸（＋8）

私の国はこんなところ 　ウガンダは自然豊かな国で、「アフリカの真珠」
と呼ばれています。英語が公用語ですが、50の民

族がそれぞれの言語をもっています。観光の魅力はもちろん豊かな自然です。
万年雪を頂くルウェンゾリ山地やビクトリア湖が有名で、チンパンジーなど
の野生動物や珍しい鳥類を見ることができます。また、マウンテンゴリラの
生息地であるブウィンディ原生国立公園や、高さ43ｍの滝、カバなど野生
動物のいるマーチソンフォールズ国立公園もあります。主食のマトケ（青バ
ナナ）は国内で広く栽培されていて、シ
チューと一緒に食べます。

南魚沼市に住んで感じたこと 　南魚沼での思い出は、友人とよく早朝に
ウォーキングをしたことです。冬は歩けま

せんでしたが、季節の移ろいを楽しみました。大都会特有の喧騒がなく、
穏やかで静かなこの街の環境は離れがたいほど好きです。

シリーズ

第122回

国際大学留学生
お国自慢コーナー ～boast of my country～
ウガンダ共和国 　アリニトゥエ ブレンダ さん

　5月14日㈰、大原運動公園ベーマガス
タジアムで市内中学校野球部を対象に、阪
神タイガースOBの掛

かけ

布
ふ

雅之さん、読売
ジャイアンツOBの岡崎郁

かおる

さんによる野球教室を開催
しました。参加者は元プロ野球選手から直接受ける
レッスンを、楽しみながらも真剣に話を聞いていました。

今月の
表紙

　人事異動で4月から現在の部署となりました。
早く仕事に慣れなければと、悪戦苦闘の日々で、
気づけば2か月が過ぎていました。ここでリフ

レッシュということで、6月は時間を作って、市内の温
泉を「お湯印帳」で巡りたいと思っています。 （T．H）

編集
後記


